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お旅所で奉納される豊茂五ツ鹿踊り

との秋祭りふるさ

秋
も
一
層
深
ま
り
、
紅
葉
が
だ
ん

だ
ん
と
色
づ
く
頃
に
相
前
後
し
て
訪

れ
る
各
地
の
秋
祭
り。

・:ま
だ
目
も
覚
め
や
ら
ぬ
頃
、
遠

く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
笛
や
太
鼓
の

音
。
ど
う
や
ら
お
家
回
り
の
獅
子
舞

が
や
っ
て
来
た
よ
う
だ
。
お
っ
と
お

花
は
ど
こ
へ
お
い
た
か
な
、
酒
と
コ
ッ

プ
は
用
意
し
た
か
、
突
然
家
の
中
が

少
し
だ
け
騒
が
し
く
な
る
。

お
昼
か
ら
は
宮
出
し
だ
。

神
社
に

は
褒
穣
の
願
い
や
お
礼
を
込
め
て
、

老
い
も
若
き
も
男
も
女
も
、
地
域
の

者
が
あ
い
集
う
。
参
道
の
両
側
に
は
、

子
供
ば
か
り
か
大
人
も
つ
い
足
を
止

め
て
し
ま
う
よ
う
な
派
手
や
か
な
出

庖
が
立
ち
並
ぶ
。
追
い
か
け
て
く
る

牛
鬼
に
逃
げ
ま
ど
う
子
ど
も
た
ち
。

お
旅
所
で
奉
納
さ
れ
る
農
作
物
や

芸
能
、
何
時
し
か
宮
入
り
時
に
は
日

も
西
に
傾
き
、
心
は
ち
ょ

っ
と
ブ
ル
ー

気
味
。
祭
り
は
最
終
章
へ
と
向
か
う
:
。

思
う
に
、

今
時
の
祭
り
は
、
少
し
ば

か
り
様
子
が
変
わ

っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
せ
ん
か
。
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環境保護他一一一一

環
境
九
百
専
各

事
ら
L
@
ポ
イ
シ
ト
@

今
回
辻
車

に
つ
い
て

え

ま
す

車
の
掛
気
、
カ
ス
が
、
空
気
を
汚
し
て

い
る
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
硫
黄
酸
化
物
と
窒
素
酸
化

物
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
鹸
性
雨

が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
原
因
と
な
る
窒
素
酸
化
物
の
ほ
と

ん
ど
が
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
て
い

主
守
。そ

れ
で
も
、
半
を
手
放
せ
な
い
の
が

現
代
の
私
た
ち
で
す
り
車
を
運
転
し
な

い
人
で
も
、
車
と
何
ら
か
の
つ
き
あ
い

を
持
一
っ
て
い
ま
す
〉
環
境
に
対
す
る
思

い
や
り
を
も
っ
て
車
を
利
用
す
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
義
務
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。日
本
の
乗
用
車
の
平
均
走
行
距
離
は
、

年
間
約
七
千
回
で
す
が
、
あ
な
た
の
家

の
事
は
、
一
年
間
に
ど
の
く
ら
い
走
っ

て
い
ま
す
か
に
本
4
1
に
自
家
用
車
で
行

く
必
裂
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ハ
ン
ド
ル

を
握
る
前
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
タ
イ
ヤ

は
あ
な
た
の
起
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

寺実
ポ

ン
ト

H

ガ
ソ
リ
ン
の
節
約
を
心
掛
け
た
省
工

ネ
運
転
は
カ
ッ
コ
よ
く
、
軽
自
動
車
に

乗
る
人
は
ナ
ウ
い
u

①
車
を
買
う
時
は
、
燃
費
の
良
い
車
種

を
選
ぽ
、
っ
。

②
車
を
買
う
時
は
、
少
し
で
も
排
気
回
一
一
阜

の
小
さ
い
車
種
を
選
ぼ
う
。

③
積
極
的
に
相
乗
り
を
じ
よ
う
。

④
制
限
持
一
定
が
経
済
速
度
、
制
限
速
度

を
守
つ
で
上
た
う
つ
つ

⑤
急
発
進
、
急
加
速
、
不
安
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
や
め
よ
う
。

⑥
不
要
な
荷
物
を
前
、
ま
な
い
よ
う
に
し

ょ、つ〈
⑦
享
の
整
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
よ

加して
県媛愛…

大山1m・長浜町環境センターへの派遣職片山根治広君が、環境問題の研修として10月21けから11月
1日までの12円問、ヨーロッパ各国を視察研修し Jft!，事帰|玉|しました。これは、愛媛県山刊j村振興協会

が、環境問題の海外研修を通して国際的組野と見識を持った人材を育成しようと行ったもので、県下

から問係者ム20人が参加し、ドイツ、スイス、フラ J スなどの各国で、ゴミ・環境問題についての視

察研修が行われました。

制特に参加した 111恨若に、訪問国の つドイツの環境保護施策についての感想、を1ri]し、ましたので、

簡単』ここ:紹介しまナ。

私が訪問した国の一つドイツのヴィスパーデンは、

と閣発に関する世界会議」いわゆる「地球サミット」

性に気づき、環境政策を確立していました。

「環境の庖」これは(私が研修に参加して、一番心に残った丙業ですが)、ヴィスパーデン市の環

境局が、身近な環境を守るために実施していた政策の一つで、従来、役所にあった環境に関する相談

等の窓口を、気楽な雰囲気で入っていける所(それはスーパー

でも可能)に設置することで、住民の環境に対する関心を高 i
めることを目的としたものです。実際、水のリサイクル等多 f

岐にわたり、相談件数が今までの三倍にも増えたそうです。

また、それだけの4情報が集まることにより、現在の環境分

析ができ、当局が行わなければならない環境目標実現のプラ

ンも、確立されていくのだという事でした。

この研修を通して私は、「誰にもできる小さな環境を守るこ

とで、地球規模の環境を守ることができる。私たちが、他人

事では済まさず身近な環境から考える。全てはそこから始ま

るJということを改めて考えさせられました(

92年にブラジルのリオデジャネイロで、「環境

が開催されるより 10年も早く、環境保護の重要

熱心に研修をつむ参加者
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¥
年
末
の
犯
罪
と
事
故
の
防
止
/

/
/
1
年
の
暮
れ
心
に
健
を
し
っ
か
り
と

1
¥

年
の
瀬
に
な
る
と
、
と
か
く
犯
罪
に

対
す
る
警
戒
心
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が

ち
で
す
。
借
金
の
返
済
に
迫
ら
れ
て
の

強
盗
事
件
や
か
っ
ぱ
ら
い
な
ど
、
現
金

を
ね
ら
っ
た
犯
罪
が
多
く
発
生
す
る
こ

と
も
予
怨
さ
れ
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で
も
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

育
大
切
な
も
の
は
、
自
分
の
力
で
し
っ

か
り
，
ガ
ー
ド
v

O
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
か
ご
に
、
財
布

や
バ
ッ
グ
を
入
れ
た
ま
ま
維
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
か
ぱ
ん
は
屑
か
ら
た
す
き
に
か
け
て
、

し
っ
か
り
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ム
H
防
犯
は

人権作文他

カ
ギ
か
け

声
か
け
心
が
け

ハ
ノ
一
一
お
休
み
前
や
お
出
か
け
前
に
は
、
戸

締
ま
り
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

C
留
守
を
長
く
す
る
と
き
に
は
、
隣
近

所
に
一
戸
か
け
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

O
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
キ
ー

を
抜
い
て
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

~
ピ
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
ノ

パ
J
J
1直
川
司
い
¥

①
高
齢
者
の
事
故
防
止
・
・
・
愛
媛
県
の
六

十
五
歳
以
上
の
高
崎
者
の
交
通
事
故
は
、

昨
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

rZ弘山

史弓
ほしおいさ B に るもいさ んいの手が出 じなのんあれ間ろろ ? 
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死
者
主
体
の
一
二
五
・
三
%
(
十
月
求
瓜

在
)
を
占
め
て
お
り
、
依
然
と
し
て
高

い
構
成
率
で
す
の

②
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
:
J
A

F
が
実
施
し
た
全
国
シ

I
ト
ベ
ル
ト
泣
信

用
調
査
に
よ
る
と
、
本
県
の
祈
用
不
は

八
一
一
・
山
%
で
、
前
年
金
同
二
一
十
九
杭

か
ら
十
五
位
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。
県
民
総
ぐ
る
み
で
現
住
実
施
中
の

「
ベ
ル
ト
ア
ペ
ノ
プ
愛
媛
'
何
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
加
え
、
今
後
さ
ら
に
表
用
気

運
の
盛
り
上
げ
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す。④
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放
・
:
年
末
年

始
は
、
忘
平
会
・
新
年
会
帰
り
の
飲
酒

理
転
、
心
¥
「
正
月
暴
走
」
と
称
す
る
、

廿
打
者
に
よ
る
暴
走
運
転
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
無
謀
行
為
は
、
交
通

秩
序
を
乱
す
ば
か
り
で
な
く
尊
い
人
命

を
奪
う
重
大
事
故
に
直
結
す
る
た
め
、

そ
の
防
ル
を
強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
υ
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財政公表

長浜町長上田邦彦

駿入済額

2号館7314万3千円

間

財政事情の作成及び公表に関する条例により、平成 8

年度 9月末現在の長浜町の財政状況を公表します。

歳出の執行状況は、前年同期比 0.6%増加しており、

金額で 775万 5T円の増となっています。

歳入については、前年同期比 0.6%増加しています

が、金額では 540万 6千円の減となっております。

し竺年震一撮会計執行状況ーJ
( 9月末現在)

仁二コ予算額 仁三コ・( )執行額

億円 5 億円

器
H

碧
H

権

限

件

エ

公

民

税

υ

兄

ふ

れ

耳

4
P

4

ハU
人的

町 198万5千円(5億276万4千円)25億2893万2千円(19億4146万7千円)76 

7億3467万6千円(4億6883万4千円)

6億2417万5千円(2455万5千円)

3億7375万円(235万円)

21)意5705万4千円(4008万2千円)

2億2654万1千円(2億2654万1千円)

11意9155万2千円(0千円)

1億927万3千円(5006万5千円)

1億200万円(3593万1千円)

10億3815万5千円(4億2502万円)

6億9739万6千円(1億1044万1千円)

6億5529万9千円(2億9054万2千円)

5億9972万4千円(8075万円)

4億7154万3千円(1億4047万5千円)

3億4879万2千円(1億7374万8千円)

1億7045万5千円(7459万4千円)

1億6155万2千円(8232万9千円)

2億319万5千円(8332万4千円) 41.0%1 I I矛のイ削ヂのイ十T.II 123.5% 1億5624万7千円(3665万9千円)

言十 | 計
53億5114万8千円(28億7314万9千円) 53.7% I 35.8% 53億5114万8千円(19億1732万2千円)
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財政公表

8年度上半期(一般会計)
予算執行率開園8%

県営事業により整備が進む港湾施設

沖浦公園として整備される旧長浜中学校跡地

国民健康保険

λ..&~l晶子算額 990 ， 514T 円

滑ζ:F収入情額 353，026刊
にfF{~ 支 UJ 市街 3削 22千円

同

川

田

川

町

川

千

千

千

ウ

i

k

u

-

-

C
O

ワ
i

d

パー

に

υ

A

-

1

-

ω
ぉ

2

「

nυ

日

υ
c
o

健

し

ヨ

ド

額

額

額

i

-
済

済

R

k

i

入

出

ノ

予

収

支

老

議脚
港湾施設事業

f二語録 子昨組 16，376千円

円円Z夢控隻~ JI:x.入済額 4，249千円

副哩時開噴砂 支出i斉領 7，858千円

国民健康保険直営診療所

協予算額…
~J40点収入 i斉著書 1，369千IfJ

J費量空?支iB治初 8，812千円

住宅新築資金等貸付事業「

( h 予 ti 初 21，060千円I

--t==帆f 収入済額 任061下円

II?1布石ず支出済額 14，048千円

簡易水道官業

iZも ニj二 前一五民 58，959千円

収入済額 6:32千円

IccJ1rι)一1j 』 支出済額 2/1，418 TlfJ 

整備が着々と進む町道今坊日ノ浦線

税別収入状況 (単位千円)

水道事業会計

収益的収入i間 81，690千円

69，262千円

工業用水道事業会計



一
'
1
ノ
ー

モ
J
F
 

I
h
i
 
オフ年

n
h
u
 
的1
 

月

激
特
事
業
者
工

記
怠
式
典
開
催

①
一
月
十
九
日
、
肱
川
右
岸
の
柿
早

橋
付
近
暫
定
堤
防
で
、
昨
年
九
月
に
採

択
さ
れ
た
激
特
事
業
の
早
期
完
成
と
、

工
事
の
安
全
を
祈
願
す
る
着
工
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
、
肱
川
の
河
川
改
修
事

業
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一一
民月

師
、
づ
く
り
の
在
り
方

に
つ
い
て
蕗
見
交
携

②
二
月
十
七
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で

長
浜
町
町
、
づ
一
く
り
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
町
手
つ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
、
今
後
の
町
づ
く
り
の
在
り
方
や
委

員
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
議
論
・
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

月

夕
刊
に
映
え
る
ヌ
ポ
ヅ
ト

遊
歩
道
公
岡
、
か
完
成

③
道
路
整
備
仁
お
け
る
快
適
環
境
の

確
保
を
阿
っ
た
県
の
事
業
に
よ
り
、
今

坊
地
区
の
国
道
一
二
七
八
号
沿
い
に
、
樹

木
や
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
な
ど
で
景
観
に
配

慮
さ
れ
た
遊
歩
道
公
園
が
完
成
し
ま
し

た。

四

月

第
三
回
出
併
ふ
れ
あ
い
祭
ワ

④
同
月
二
十
九
日
、
出
海
小
学
校
を

会
場
に
第
二
一
一
回
出
海
ふ
れ
あ
い
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
各
種
バ
ザ
ー
や
趣
味
の
作

品
慢
な
ど
の
他
、
猿
回
し
ゃ
併
撒
き
な

ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
月

第
三
回
健
尿

ブ
ェ
ヌ
デ
ィ
パ
ル
開
催

⑤
五
月
二
十
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館

を
主
会
場
に
第
二
回
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
寄
託
、
健
康
や
霊
視
、
ウ
す
i

ク
ラ
リ
ー
な
ど
の
弁
コ
ー
ナ
ー
に
約
五

百
人
が
訪
れ
、
自
分
の
健
康
に
つ
い
て

の
認
識
を
祈
た
に
し
ま
し
た
。

ア
ジ
サ
イ
で

里
づ
く
り
を
進
め
よ
う

⑥
六
月
十
六
日
、
県
茂
地
区
の
環
境

整
備
を
柱
B

と
し
た
、
ア
ジ
サ
イ
の
里
a

つ

く
り
を
進
め
て
い
る
豊
友
会
(
城
一
円
茂

利
会
長
…
一
の
会
員
十
五
人
が
参
加
し
、

約
一
二
千
本
の
ア
ジ
サ
イ
の
挿
し
木
が
一
れ

わ
れ
ま
し
た
。
月

日
未
の
教
育
交
流

と
地
域
交
流

①
じ
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
一
四
日

間
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
市
か
ら
五
人

の
教
師
を
招
い
て
、
町
内
受
入
家
庭
で

の
ホ
1
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
交
流
事
業
が

行
わ
れ
、
教
育
現
場
や
文
化
、
白
然
の

中
で
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。

舟

長
浜
の
，
削
止
悼
み
今
昔

手
貢
の
デ
ュ
エ
ヅ
ト

⑧
八
月
八
日
か
ら
十
八
日
の
ト
三
日

間
、
ふ
れ
あ
い
会
措
で
「
長
浜
今
首
写

真
展
〈
町
舵
み
編
〉
」
が
開
催
さ
れ
、

私
た
ち
に
、
昭
和
初
期
の
町
内
の
町
並

み
と
現
存
の
町
並
み
の
写
真
と
の
間
に

あ
る
、
大
き
な
時
の
流
れ
を
感
じ
ヨ
せ

て
く
れ
ま
し
た
に

九

月

ふ
れ
あ
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ね
ら
、
び
座
公
爵

⑨
九
月
一
一
寸
八
円
、
長
浜
高
校
の
体

古
円
儲
で
、
劇
川
「
わ
ら
び
匡
」
が
演
ず

る
創
立
川
十
五
周
年
記
念
舞
踊
集
作
品
、

一
一
幕
が
と
演
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
六

百
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。

十

月

伊
子
長
浜
豊
年
踊
り

伊
勢
神
宮
奉
納

叫
十
月
十
二
日
、
三
重
県
伊
勢
市
で

開
催
さ
れ
た
「
お
伊
勢
さ
ん
奉
祝
二
千

年
記
念
第
三
十
九
回
全
日
本
民
謡
踊
大

会
」
に
、
四
国
代
表
と
し
て
当
町
の
伊

予
長
浜
豊
年
踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん
が

五
年
ぶ
り
に
也
演
し
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
民
謡
踊
と
共
に
奉
納
さ
れ
ま

十

月

豊
茂
・
櫛
生
で

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

⑪

⑫

卜

月
Ja--

日
、
注
茂
地
区
、
櫛

住
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
十
回
を
迎
え

た
呈
茂
で
は
、
記
念
の
大
お
楽
し
み
抽

選
今
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
八
凶
臼
を
迎

え
た
櫛
生
で
は
、
新
コ
ー
ナ
ー
の
早
食

い
競
争
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
ま

つ
り
共
、
各
穐
農
一
不
会
や
地
元
の
方
々

に
よ
る
山
由
な
と
の
各
慌
し
物
コ
ー
ナ
ー

は
、
訪
れ
た
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
り

て
い
ま
し
た
。
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熱い戦い 7が演じられた早食い競争(櫛生) 盛大に行なわれた餅撒き(豊茂) 伊勢神宮外宮舞台で奉納された豊年踊り
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お知らせ一一←一一

;31 
浜 lム l

生高[器

室主 i握i

F lifJ 

長
浜
高
校
生
徒
の
皆
さ
ん
が
描
い
た

絵
画
や
デ
ザ
イ
ン
両
な
ど
の
美
術
作
品

が
、
約
五
十
点
展
示
さ
れ
ま
す
。

{
期
間
}
十
二
月
十
日
j
十
七
円
(
午

前
九
時
j
午
後
五
時
)

大
洲
市
・
再
多
郡
小
学
生

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

大
洲
市
・
膏
多
郡
内
の
各
小
学
校
児

童
が
描
い
た
、
防
火
啓
発
ポ
ス
タ
ー
約

百
八
ト
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
期
間
一
寸
二
月
十
八
日
j
二
十
五
日

(
午
前
九
時
j
午
後
立
時
)

t 単主

対ち聖
象ヲ開
者者J
c;f-;に等

主特の
さ尉護
れ 22 山め
ま 1Z:方
す京今

※
対
象
者

大
特
別
給
付
令
凶
債
の
最
終
世
選
を
終

え
た
戦
傷
病
者
の
奏
の
方

ム
M
夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
が
、
平
成
五
年

一
二
月
一
一
一
十
-
日
ま
で
に
死
亡
さ
れ
た
が
、

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
を
一
平
成
人
年
五
月
ま
で
受
給
さ
れ
て

い
た
方
。
(
夫
が
平
成
五
年
四
月
一
日

以
後
に
死
亡
き
れ
て
い
る
場
台
は
今
回

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
)

※
手
続
き
の
期
間
隙

平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で

手
続
き
に
は
そ
れ
ぞ
れ
添
付
資
料
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
長
浜
町
役
場
栴
祉

課
町
民
福
祉
係
(
週
五
一
丁
一
二
一
回

同
二

O
七
二
)
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

ド
さ
い
)

ラ
レ
j

フレ
U
l
j
/

一
一
ア
レ
フ
才
、
/
一
愛
媛
ご

ペ
ー
と
家
出
川

T
崎げた
ι
ょ

側
一
一
十
一
世
紀
職
業
財
刊
愛
媛
事
務

所
で
は
、
「
フ
レ
l
フ
レ
1
・
テ
レ
フ
ォ

ン
」
で
育
児
・
介
護
E

家
事
代
行
な
ど

に
関
す
る
情
報
を
無
料
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、

O
産
絞
明
け
、
育
休
明
け
で
働
き
た
い

の
で
、
保
育
所
、
ベ
ピ

l
シ
ツ
タ
ー
に

つ
い
て
の
情
報
が
欲
し
い
:
・
。

。
視
の
介
護
が
心
配
な
の
で
、
民
間
的

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
た

、v。
産
後
の
家
事
と
、
よ
の
子
供
の
世
話

を
し
て
く
れ
る
人
を
教
え
て
欲
L
い
・
ら

こ
の
よ
う
な
時
、
公
共
の
も
の
か
ら

民
間
の
も
の
ま
で
地
域
の
情
報
を
無
料

で
相
談
員
が
提
供
し
ま
す
。

一
情
報
の
内
容
一
育
児
:
・
認
可
処
…
認

可
保
育
所
、
ベ
ビ

1
シ
ッ
タ

l
会
社
な

い
ど
。
介
護
:
古
同
齢
省
向
け
福
祉
施
設
、

民
間
ホ

i
ム
、
民
間
シ
ル
バ
ー
産
業
、

在
宅
介
護
関
係
の
同
体
、
行
政
窓
口
、

震
E畏

e
 

b
u
 

も白
調
弘
私
V
M

c患争普量@... 

A、B、むの絵は左側iの
どの絵と合うでしょう。

一つ合わない絵があります。

l-:)、ヤ-8、Z-'r/…支

相
談
窓
口
な
ど
。
{
丞
事
:
家
政
婦
紹
介
、

家
事
代
行
業
者
な
ど
。

一
連
絡
先
一
蜘
二
ト
一
世
紀
職
業
財
団

雪
媛
事
務
所
内
、
フ
レ

l
フ
レ

l
・
テ

レ
フ
ォ
ン
愛
媛
(
君
。
八
九
1

九
三
四

二
O
二
O
)
ま
で
。

一
受
付
時
間
一
毎
週
月
曜
日
j
金
曜
日

(
午
前
九
時
半
j
午
後
四
時
半
)

¥、
¥
t
i
t
-
1
1
1
1
1
1
J
I
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
i
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
}
I
I
l
l
i
t
-
-
-
l
i
l
i
-
-
t
'
F
ノ

ム
ア
二
月
一
一
日
は

J

f

「
世
界
エ
イ
、
文
デ
j
」

L

海
外
ι
航
行
な
ど
か
ら
の
帰
国
後
、
下

痢
や
恒
吐
ま
た
は
、
発
熱
や
発
疹
等
の

症
状
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
詰
寄
り
の
一

保
健
所
ま
た
は
医
療
機
関
で
海
外
旅
行

を
し
た
こ
と
を
告
げ
、
診
療
を
受
け
る

よ
う
ド
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、

な
症
状
が
岨
れ
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

家
族
や
周
り
の
人
た
ち
に
感
染
さ
せ
て

い
ゐ
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
Q

白
分
の

健
康
状
態
を
正
確
に
申
し
出
る
与
、
責

任
を
も
っ
て
対
処
し
ま
し
ょ
、
っ
。

A
I
D
S
(
エ
イ
ズ
・
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
)
は
、
身
体
の
免
疫
機
能

が
正
常
に
働
か
な
く
な
る
死
亡
卒
の
高

い
病
気
で
す
が
、
む
や
み
に
恐
れ
る
必

要
法
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
エ
イ
ズ

の
感
染
経
路
は
民
ら
れ
て
い
て
、
そ
の

一+JU法
も
す
で
に
分
か
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
怖
い
の
は
、
正
し
い
知
識
が
無

い
こ
と
に
よ
る
無
自
覚
か
ら
の
感
染
で

{
お
問
い
合
わ
せ
}
大
洲
保
健
所
(
官

二
四
|
二
二
六
五
)
ま
で
。

一
定
期
間
を
坦
ぎ
て
か
ら
様
々

i素早情報です ~長浜町立図書館~i
約三ω 警護察 議 γげ

書名 著者

OJ脳内革命…………………...・H ・-…."・H ・-春山茂雄

:0若写の晶(上・下) …………ψ............……浅田次郎
・0閣に消えた|圭人…….....・H ・-…….............一橋丈哉

O記憶々は人生を決める -…………・………・ 問中 j古tiと
:つ家庭内暴力 ……………………一一…H ・H ・- 田中信市

'0愛は脳を活性化する ………...・H ・..………松本 元
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福
祉
コ

こ
の
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
育
成
と
、
資
質
の
向

上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

O
支
給
の
対
象
は
?

一
二
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
。
た
だ
し
、
前
年
(
一
月

か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
は

前
々
年
)
の
所
得
が
所
得
制
限
を

越
え
た
場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

。
支
給
さ
れ
る
月
額
は
?

第
一
子

第
二
子

第
一
二
子
以
降

五、

0
0
0
円

五、

0
0
0
円

一
O
、
0
0
0
円

O
支
給
方
法
は
?

一一一福祉コーナー

請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
支
給
で
き

な
く
な
っ
た
円
の
属
す
る
月
分
で

終
わ
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
二
月
、

六
月
、
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
を
ま
と
め
て
支
給
さ
れ
ま

す。

ー
ナ
1
八
料
理
童
手
当
制
擾
wv

※
こ
ん
な
と
き

こ
ん
な
手
続
き
を
f

す
現
況
届

毎
年
六
月
、
児
童
手
当
受
給
者
す
べ

て
の
方
が
提
出
す
る
書
類
で
す
。
↓
マ

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
六
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

大
認
定
請
求
書

転
入
・
出
生
等
で
新
た
に
受
給
資
格

が
で
き
た
と
き

大
受
給
事
由
消
滅
届

転
出
し
た
り
、
三
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
こ
と
等
に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
っ

て
い
た
児
童
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
↓

マ
会
社
を
退
職
さ
れ
た
場
合
は
、
所
得

制
限
に
よ
り
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
受
給
事
由

消
滅
届
が
必
要
で
す
。

ム
M
額
改
定
請
求
書

出
生
等
に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る

児
童
が
増
h

え
た
と
き

大
額
改
定
届

支
給
対
象
と
な
っ
て
い
た
児
童
の

部
が
、
三
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

こ
と
等
で
、
支
給
対
象
と
な
る
児

童
数
が
減
っ
た
と
き

大
住
所
変
更
届

町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

ゃ
、
養
育
し
て
い
る
児
童
の
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き

大
氏
名
変
更
届

受
給
者
V

人
は
養
育
し
て
い
る
児

童
の
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き

児
童
手
当
の
手
続
き
に
は
そ
れ

ぞ
れ
添
付
資
料
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
長
浜
町
役
場
福
祉
課
町
民
福

祉
係
(
宮
五
一
一
一
一
一
一
・
側

三
O
七
三
)
へ
お
気
軽
に
お
電
話

下
さ
い
。

課金婚おめでとうございます

次代を担う子どもたち

11月 7日、町体育館で平成 8年度金婚祝賀式が
開催され、今年金婚を迎えたご夫婦や来賓など約
80人が出席しました。
式では、金婚者の紹介、記念品贈呈、来賓祝辞、
祝日今などが行われました。また、記念撮影に引き
続き祝宴が催され、長浜保育所園児によるお祝い
の言葉や花束贈呈が行われました。アトラクショ
ンでは、園児や藤間流藤知会の踊りも披露され、
金婚者の皆さんは、和やかなひとときをすごされ

ました。
なお、今年金婚を迎えられたご夫婦は、次のと
おりです。(敬称略)
I金婚者1友沢喜王寺;光・ヨシ子(仁久)、上J11忠
雄・藤子、亀岡義孝・ツカサ、木村喜久男・ユキ
ヱ、二宮明-久美子、久保智登男・ヒサ了(以上
長浜)、大畑勝径・町枝、藤本英男・ヒトヱ、佐々
木延明・マツコ(以上沖浦)、中伊繁樹-セツ
(今坊)、西内長幸・マチ子、山服益雄-千代子、
玉井勝・ハマエ、政所信行・千勢子、 T藤米徳・
春子、 LIJ下健市・フジコ、宮本勝義・絹江(以上
櫛生)、石田政雄・ミサヲ(須沢)、垣内徳夫・タ 金婚を迎えられた皆さん

ツエ、西山一正・晶子(以上出海)、水本満良・
ミサヲ(下須戒)、岩本勝義・智恵子(上老松)、
山本繁夫・シカヨ、鎌田鎖雄・マサコ、三浦義直・
トシコ、菊本政清・浪子、佐々木武育・卜四子、
小西考夫・イセ子、岡本鶴男・花子、大成淳・輝
条(以上豊茂)、玉井勝儀・三幸、尾上正満・ワ
カヱ、坂石美明・博F、岡野勝敏・ノブコ、上野
秋雄・トシエ(以上白滝)、中fI!鳥菊市-サカヱ、
山下芳雄・シズコ(以上柴)
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L
E
T
Sタ
?
キ
シ
グ

生
活
改
善
・
泉

一
代
表
者
・
西
山
晶
子
一

一
容
五
三

|
o
=一九
ο
一

私
た
ち
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
、
今
か

ら
十
八
年
前
、
カ
ラ
オ
ケ
プ
l
ム
の
は

し
り
の
頃
に
発
足
し
ま

L
た
の
同
じ
註

茂
に
住
む
、
日
頃
顔
な
じ
み
の
歌
好
き

の
者
が
集
ま
り
結
成
し
た
も
の
で
す
の

会
員
の
年
齢
職
業
は
様
々
で
す
が
、

歌
を
愛
す
る
気
持
ち
は
川
じ
で
、
一
緒

に
歌
っ
て
い
る
と
き
に
は
心
は
一
つ
に

紹介コーナー

ほ
う
れ
ん
草
と

/
l
チ
キ
ン
の

和
え
も
の
(
五
人
分
)

一
材
料
一

一
ほ
う
れ
ん
ぞ
う

一

山

円

一
砂
糖

一
醤
油

「
シ
l
チ
キ
ン
缶

一
作
り
方
}

①
ほ
う
れ
ん
草
を
、
サ
ッ
と
固
め
に
ト
団

施
で
に
す
る
。

四
0
0
9

一一一

o
m

大
さ
じ
一
-
一
杯

大
さ
じ
二
杯

中
缶
一
個

干
一
さ
ら
し
、
ざ
く
切
り
に
す

るの一、
ゆ
昨
白
砂
精
・
醤
油
を
合
わ
せ
て
お
く
。

④
食
べ
る
山
川
に
、
シ
i
チ
キ
ン
(
油
を

抗
て
る
)
と
、
ほ
う
れ
ん
草
、
③
の
合

わ
せ
酢
を
混
ぜ
て
器
に
盛
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
ほ
う
れ
ん
草
の
色

A-
一品

が
悪
く
な
る
の
で
、
食
べ
る
直
前
に
和

え
る
こ
、
戸
一
。

謡)

豊理1]弓オケ関京子会

泉会の皆さん

。てい蓄す

(歌

? 

長浜高校美術部ペンネームヨ月うさぎ

つぼろど

な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
に
先
生
に
教
わ

る
わ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な
が
先
生
で
、

お
互
い
に
批
評
し
合
い
な
が
ら
、
あ
ま

り
型
に
は
め
ず
白
白
に
歌
っ
て
い
ま
す
の

欣
の
上
半
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
会
員

間
の
人
間
関
係
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
が
自
慢
で
、
会
は
み
ん
な
の
拠
り
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
元
を
は
じ
め
各
地
で
の

イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
代
表
者
一
津
田
初
男
(
宮
ム
七

O

。
四
五
)

一
活
動
日
@
時
間
}
毎
月
第
三
土
曜
日

(
午
後
七
時
半
か
ら
十
時
J

一
練
習
場
所
}
豊
茂
公
民
館

一
会
員
}
津
田
初
男
、
久
保
文
卒
、
森

内
雄
二
郎
、
永
田
淳
一
、
菊
川
禎
じ
、

菊
地
儀
明
、
菊
地
進
、
米
間
五
下
市
、
注

目
芳
明
、
藤
田
武
志
、
津
田
年
一
、
大

野
茂
久
、
田
中
幸
宣
、
井
上
和
子

時
能
川



-11-

地
域
の
活
力
を
結
集
し
て

1
今
坊
ふ
れ
あ
い
祭
り

1

十
月
十
日
、
喜
多
灘
漁
港
広
場
・
し

お
主
い
館
を
会
場
に
第
三
回
ム
f

坊
ふ
れ

あ
い
祭
り
が
開
催
苫
れ
、
町
内
外
か
ら

約
千
人
が
訪
れ
た
。

こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
公
民
館
・
隣
保
館
・
地
区
の
各
種

川
体
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
完
施
し
た

も
の
で
、
こ
の
日
は
川
町
一
九
気
に
も
恵
ま

れ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
催
さ
れ
た

各
種
屋
台
や
出
庖
、
展
示
・
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
は
、
大
勢
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ

て
い
た
。

早
力
士
が
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
f
・

1
出
海
宵
宵
奉
納
相
撲

1

十
月
十
八
日
、
出
海
神
社
境
内
に
お

い
て
出
海
秋
祭
り
宵
宮
奉
納
相
撲
が
間

保
さ
れ
、
出
海
地
ば
の
保
育
所
園
児
か

ルポゴ主主

神妙な表情で神事を行なうE力士

ら
小
、
中
学
生
ま
で
の
児
童
生
徒
ら
約

五
十
人
が
参
加
し
た
。

保
一
点
者
ら
約
百
五
十
人
が
見
守
る
中
、

散
か
な
雰
同
気
の
中
行
わ
れ
た
神
事
で

吉
年
を
聞
け
、
一
巳
力
士
だ
ち
に
よ
る
一
つ
人

抜
き
や
五
人
抜
き
な
ど
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
た
。
普
段
は
静
か
な
境
内
も
、

と
の
け
は
夜
遍
く
ま
で
活
気
に
満
ち
た

声
援
が
こ
だ
ま
し
て
い
た
。

花
づ
く
リ
を
進
め
よ
う

ー
白
滝
花
い
っ
ぱ
い
運
動
1

十
-
月
一
三
日
、
白
滝
花
い
っ
ぽ
い
運

動
が
展
開
主
れ
、
白
滝
商
問
中
料
沿
い
の 好天気の下家族連れなどで賑わいました

約
百
八
十
軒
の
各
五
区
に
、
プ
ラ
ン
タ
1
・

閣
芸
上
・
バ
ン
シ
!
の
苛
な
ど
が
配
ら

l
し

事

}
O

ふ
イ
ふ
人こ
れ
は
、
花
年
つ
く
り
を
通
し
て
家
族

や
住
民
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
と
と
も

に
、
観
光
地
内
滝
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
フ

を
図
ろ
う
と
公
民
館
山
、
各
種
団
体
な
ど

が
中
心
と
な
り
実
施
し
た
も
の
で
、
参

加
者
は
、
約
二
時
間
あ
ま
り
か
け
て
、

持
参
し
た
手
放
ヤ
ス
コ
ッ
プ
で
土
入
れ

や
花
の
植
え
付
け
作
業
を
行
っ
た
。

r轟[

~ 
雨

量E

ー
と
よ
し
げ
俳
句
会
u
H

秋
う
ら
ら
家
放
の
持
深
め
合
ふ

v

石
川
左
木
草
刈

秋
麗
や
か
り
竿
の
豆
は
じ
け
飛
ぶ

谷

本

一

善

我
が
服
の
案
山
子
雀
を
見
張
り
を
り

山

尾

雄

志

開花の時期が楽しみです

闘
病
の
妻
の
笑
顔
の
う
そ
一
来
や

菊

地

鶏
頭
の
全
き
頭
小
突
き
み
る

小

西

イ

セ

子

陥
刈
機
機
嫌
が
良
く
て
仁
天
気

藤

阿

古

子

放
さ
れ
て
駆
け
る
小
火
よ
秋
、
つ
ら
ら

河

野

友

子

つ
つ
ま
し
く
苔
後
く
れ
な
ひ
の
終
の
花

山

口

由

紀

子

静
か
な
る
心
の
ゆ
れ
や
ト
今
チ
-
夜

久

保

千

穂

役
目
終
へ
し
案
山
子
は
暗
き
納
屋
の
隅

宇
都
宮
恵
美
子

倖
せ
は
歩
い
て
こ
な
い
秋
麗

伸
一
周

k

し

子

U
T
-
-

ー

:

俳
句
と
は
生
涯
の
友
秋
以

久

保

七

葉

飽
食
の
世
と
て
落
穂
は
見
逃
せ
ず

都

田

マ

サ

子

ス
ー
パ
ー
の
模
様
苔
へ
し
て
秋
、
つ
ら
ら

鎌

田

政

子

山
の
径
何
時
し
か
っ
さ
来
る
手
議

楠

野

孝

行

輪
台
に
あ
ふ
れ
で
菊
の
聞
き
け
り

波

辺

恭

一

秋
灯
日
々
読
み
か
へ
す

f
の
便
り

沼

地

久

美

子

仙
人
も
か
く
や
雲
海
見
下
し
て

松

田

裕

子

太
刀
魚
て
ふ
太
き
抜
き
身
を
釣
り
上
ぐ

松

川

七

日

幸

る

存'&

[JJ 
中
7う吉
日青
オ1
σヲ
天
米気
出]

防1.i'E 
重力
幸会

m 

H

豊
茂
小
学
校

H

つ
わ
ぶ
き
の
は
な
を
み
な
が
ら
が
つ
こ

う

へ

一

年

菊

池

啓

良

い
い
て
ん
さ
あ
き
を
さ
が
し
に
い
き
た

い

な

↓

年

森

内

砂

也

香

か
え
り
み
ち
は
つ
ぱ
も
ぼ
く
も
あ
き
に

な

る

二

年

宇

都

宮

将

喜

か
え
り
み
ち
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
と
ん
で

き

た

二

年

藤

間

佑

輔

草
は
ら
で
コ
オ
ロ
ギ
バ
ッ
タ
は
ば
と
び

だ

三

年

大

石

悠

一

カ
マ
キ
リ
が
じ
ま
ん
の
か
ま
を
切
り
つ

け

る

四

年

柏

市

一

貴

秋
の
空
高
い
で
つ
ほ
う
前
回
り

四

年

宇

都

宮

崇

恵

く
り
の
実
が
い
が
い
が
よ
ろ
い
で
ハ
リ

ネ

ズ

ミ

五

年

岡

本

辛

宏

川
う
か
ぶ
も
み
じ
の
葉
っ
ぱ
の
夕
日
舟

六

年

繰

旧

考

俊

夕
焼
け
が
赤
ト
ン
ボ
た
ち
す
い
上
げ
た

六

年

楠

野

朋

美
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表彰ほか一一一一

1木
田r-b 
内タ

土く
丘Jf5
主ら
聾優
主勝

十
月
十
七
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

予

士
八
十

m}
①
木
多
悶
仙
(
櫛
生
)
9

秒
3
②
桑
野
均
(
櫛
生

)
9
秒
5
③二一

好
初
日
広
(
長
浜
)
9
秒
汚
一
一
百

m}
①

松
並
周
一
千
(
櫛
生
)
叫
秒
8
②
中
田
裕

二
二
大
和
)
日
秒
1
③
木
多
佳
佑
(
櫛

生
J

日
秒
2

一
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
}
①

松
並
周
平
(
櫛
生
)
日
秒
0
守
井
上
博

人
一
出
海
)
叩
秒
6
③
大
桔
広
治
(
長

浜
)
山
秒
8
{
走
り
幅
跳
び
}
①
馬
場

悠
介
(
長
浜

)
3
m
部
②
中
田
正
同
也

(
大
和
)
3
m
ね
③
玉
井
洋
(
櫛
生
)

つ
u
m
侃
{
走
り
高
跳
び
一
一
守
玉
井
洋

(
櫛
生
)
l
m
お
⑦
一
矢
肝
友
也
(
大
和
)

]

E

A
③
岡
山
和
志
(
長
)
鋲
」

1
m
お

{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
}
①
井
上
博
人

(
出
海
)
日

m
臼
②
泉
原
哲
太
(
長
浜
)

日一川

6
③
高
岡
宏
光
(
長
一
比
一
一
犯

m
部

一
四
百

m
リ
レ
!
]
①
師
生
(
松
並
・

工
土
井
・
木
多
・
桑
野
、
一
閃
秒
り
②
長
浜

(
水
田
・
三
好
・
大
橋
・
岡
山
)
引
秒

5
③
大
和
(
中
田
・
中
田
・
梁
田
・
燦

浮
)
日
秒
1

女

号

{
六
十

m
一
①
玉
川
智
加
(
喜
多
灘
)

9
秒
4
②
ほ
同
葉
子
(
大
和
)
9
砂
6

品
川
小
同
円
(
長
浜
)
9
秒
6

一百

m
一

⑦
松
岡
葉
子
(
大
和
)
日
秒
5
②
大
目

恵
(
長
浜
)
日
秒
9
③
玉
井
明
日
香

(
出
海
)
日
秒
。
一
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
}

①
玉
川
智
加
(
喜
多
灘
~
日
秒
4
②
浦

上
川
口
悦
(
長
浜
)
叩
秒
6
⑤
一
小
一
州
円

(
ド
ヤ
片
山
)
日
秒
4
{
走
り
幅
跳
び
}
川
一

松
岡
歩
(
長
浜
)
3
m
沼
②
山
本
車
一
由

美
(
長
浜
)
3
m
祁
③
村
上
こ
と
み

(
大
和
)
3
m
l
一
走
り
高
跳
び
一
①

液
漫
沙
代
一
一
臼
滝
)
1
m
m
②
上
山
久

美

f
一一長浜

)
1
m
m
⑦
宵
上
山
停

(柴
)
1
m
日
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
一

①
山
崎
真
由
美
(
白
滝
)
詑
m
臼
②
上

田
有
希
(
喜
多
灘
)
位

m
m③
玉
井
未

央
(
長
浜
)
刈
m
回
{
四
百
川
リ
レ
i
一

⑦
長
浜
一
浦
上
・
小
西
・
稲
津
・
山
本
)

力走を見せる各小学校の選手たち(町内陸上大会)

日
秒
6
⑨
大
和
(
松
凶
・
高
須
賀
・
山

U
-
日
野
)
臼
秒
8
③
櫛
生
(
西
内
・

谷
田
・
樫
本
・
玉
井
)
侃
秒
3

松
並
く
ん
ら
優
勝

ー
郡
内
小
川
f
校
陸
上
競
技
大
会
1

十
月
二
十
二
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
郡
内
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
結
は
次
の
と
お
り
で
す
っ

男

子

士
八
十

m
ハ
ー
ド
ル
}
①
松
並
周
平

(
櫛
生
)
9
秒
9

{
百

m
一
②
松
並
周

平
(
櫛
枠
二
凶
抄
4
{走
り
幅
跳
び
一

①
玉
井
洋
一
一
櫛
生

)
4
m
6③
馬
場
悠

介
(
長
浜

)
4
m
o
{走
り
高
跳
び
一

①
末
井
洋
(
櫛
生

)
1
m
却
{
四
百

m

リ
レ
l
一
①
櫛
生
(
松
怪
・
玉
井
・
木

多
s

桑
野

)ω
秒
3

女

亭

一
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
一
①
玉
川
智
劃

二
丹
多
灘
)
叩
秒
5

一
六
十

m
一
①
玉

川
智
加
(
喜
多
灘
)
9
秒
2
②
松
岡
葉

子
(
大
和
)
9
秒
4
{
百

m}
②
松
岡

葉
子
(
大
和
)
日
秒
4
{走
り
幅
跳
び

}
③
松
岡
渉
(
長
浜
)
3
m
訂
一
走
り

高
跳
び
}
②
渡
漫
沙
代
(
白
滝
)
1
m

m③
上
田
久
美
子
(
長
浜
)
1
m
お

{

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
]
①
上
田
有
希

(
喜
多
離
)
お

m
日

i 瀬戸内 E 海の路ネネ、叶叶午トトト?トトトトトト二二に川ワ「二%七、ワ:ワワ占字推
~ ジ戸ンボボ、 lルレ寸一-クを募集~ I 

| 【募集趣旨】瀬戸内.{海毎の路ネツトワ一ク推進協議会では、これまで多くの方に参加していただ、き J瀬煩 l 
1 戸内海を舞台と Lた様々なi活舌動を行つてきましたつ今後、さらに多くの方々に活動内容(何イベント等) i 
を知っていただき、活動に参加していただけますように、今まで以 1.に PRしていきたいと考えてい i 
i ます。
j そこで、斗協議討は パンフレットや諸活動において協議会のシンボルと1;r: 61')(1'~ :;;C募集し抗 ! 
皆さんの多数のご応募をお待ちしています。
| 【応募資格】特に制限ありません。 【応募方法】官製はがきに、①シンボルマークの図案②凶案の説 ! 
明文;③郵便番号④住所⑤氏名⑤年齢⑦職業③電話番号を記入していただき、次の!δ募先まで郵送して 1 
1 ください。
i送付先}役場企画調整課(盟52-1111・(有)2131)まで 日必を情を海白ん発 唱 i 
I締め切り】平成 9年 1月10日(当日消印有効) 的 Jなハi麗報越の然玄鹿瀬 ワ~J[ I 
【選考1協議会において選考します さる、じのえ各のき山にF:' I戸!
【賞1最優秀賞 1点(賞金]0万円)。 長;貫主主語遣実f事諒 Z内
優秀賞 8点(賞金 1万円) 活とと瀬ぐJ 、携が皆、た vじは TE J E 

I発表l選考の結果は、平成 9午:4月下旬に入賞者に直接通 勤発戸交~じでCCj}前。γ 、占A 進海 1 
知します。 交展 i付遇、県かそ独〉長協の i 
i応募の注意]①応募作品(凶案)の大きさは、官製はがき 打を海基交境し良特去議路 i 

ダ七 ， 二三凶地盤流」て)!~ ~-) ~ ~::--~ ; 
(A 6 )のサイズ以内としますハ GD応募作品は、未プ七五また 仁る域ののと 、史文我会ネ i 
は他に応募していないものにl浪ります。③入賞作品の版権は、 全整促い瀬の山化が と 、 i 
当協議会に帰属します。④応募作品は返却いたしません。⑤ 享とイ本備進う用事を閣 はト i 
最優秀の作品を原案として、シンボルマークを作成します。 訟をの等、枠内町育の | 
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明
関
定
市
さ
ん

運
輸
大
臣
表
彰

h
鉄
道
駅
施

A
等

環
境
美
化
の
功
績
に
よ
り

i

、
水
作
に
わ
た
る
同
道
沿
い
の
空
き
缶
・

ゴ
ミ
拾
い
等
の
清
掃
奉
仕
に
よ
り
、
平

成
五
年
に
建
設
大
臣
感
謝
状
を
受
け
ら

れ
た
駅
前
の
明
関
定
市
さ
ん
(
七
二
一
)

は
、
鉄
道
記
念
日
の
十
月
十
山
日
、

J

R
長
浜
駅
周
辺
の
清
掃
な
ど
に
よ
る
環

境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
功
結
に
よ
り
、

運
輸
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
こ
れ
を

祝
し
こ
の
た
び
上
田
町
長
よ
り
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
同
氏
は
、
清
掃
奉
仕
活
動
の

他
、
花
の
植
栽
管
理
等
幅
広
く
実
践
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

立

脇

宇

之

助

さ

ん

に

ん

(

七

O
)
は
、
、
主
に
わ
た
り
定
期

町
長
感
謝
状
船
「
￥
青
烏
里
」
の
機
関
長
レ
〉
と
(
」
一
仁
し
て
職
一
務
務
芝
悼
清伺

1
地

域

福

祉

向

上

の

励

さ

れ

、

川

μ何
内
の
生tr

功

績

な

ど

に

よ

り

i

興
に
貢
献
、
向
政
の
進
反
に
骨
寄
川
ι与↑fJ
さ
れ

卜
円
九
日
、
斗
古
円
品
の
立
脇
字
之
助
さ
た
こ
と
に
よ
り
上
田
町
長
よ
り
山
感
凡
怯
心
謝
状

「
愛
」
と
い
う
漢
字
が
好
き
で
、
ど
う
し
て
も
我
が
子
一

に
1

愛
」
を
使
い
た
か
っ
た
の
で
、
「
愛
子
」
と
名
付
け
ま
一

し

た

。

一

元
気
に
育

て

ば

一

一

一

円

、

っ

こ

弘

襲

撃

ベ

一

一

之

れ

一

i

私

鎚

瞬

燃

機

織

翻

闘

騒

膿

蹴

際

人

心

ま

と
あ
り
ま
せ
一
ん
が
小
畠

E
E鵬
穣
欝

14

生
一

y

一
語
・
・
・
・
・
・
圃
想
口
凶
開

ん
0

1

三

回

国

国

鳴

ら

よ

同

一

、組・・・悶磯町一
j

一

同

月

・

一

冷

翻

圃

吋

屯

柄

小

ぺ

口

一

一
幻
滅
瀦
鐘
遡
?
一

YJjf一
年

一

撃
総
機
議
離
む
た
だ
一
7
7

畿
懇
畿
二

J

成
一

欝
懇
務
議
議
機
畿

¥
J

平
一

(父
H
重
則
さ
ん
・
母
H

八
重
子
さ
ん
)
一

一一一一表彰・一歳です

あい

宮本愛子ちゃん (上老松)

受賞された明関定市さん

が
贈
U

玉
さ
れ
ま
し
た
。

富
田
運
土
〈
さ
ん

知

事

表

彰

岡

部

誠

さ

ん

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

1
高
齢
行
制
祉
関
係
功
労
者
1

十
月
十
一
日
、
第
一
二
十
六
回
愛
媛
県

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
席
上
、
高
怖
い
臼
耐

祉
関
係
の
功
労
者
と
し
て
、
長
浜
の
冨

田
運
夫
さ
ん
(
八
七
)
が
知
事
表
彰
を
、

戒
川
の
岡
部
誠
さ
ん
(
八
八
)
が
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

矢
野
由
勝
さ
ん
ら

五
人
が
受
賞

1
社
会
福
祉
向
上
な
ど

の
功
績
に
よ
り

1

十
月
二
十
三
日
、
松
山
市
で
聞
か
れ

た
愛
援
県
社
会
福
祉
大
会
の
市
ヒ
、
地

域
の
社
会
福
祉
向
上
に
功
績
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
(
敬
称
略
)

{
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
一
民
牛

児
童
委
員
功
労
者
:
・
矢
野
由
勝
(
下
須

戒
・
七
二
、
社
会
福
祉
施
設
功
労
者
・
:

感謝状を受けられる立脇さん

大
成
節
子
(
一
ト
須
戒
・
五
一
一
)
、
優
良

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〈
佃
人
〉
・
:
丸
V
〈
ト
シ

エ
一
、
豊
作
氏
・
七
二
)
、
優
良
事
務
従
事

者
・
:
山
田
真
二
(
沖
浦
・
一
一
一
九
)
{
県

共
同
募
牟
会
長
表
彰
}
共
同
募
金
運
動

五
i
同
午
特
別
表
彰
・
永
年
従
事
功
労

ZEE-水
沼
和
弘
(
櫛
生
・
四
一
一
一
)

ク
口
ッ
ケ
l
で
三
冠

1
ス
ポ
レ
ク
八
幡
浜
大
会

1

十
月
二
十
じ
日
、
大
洲
市
で
開
催
苫

れ
た
愛
媛
ス
ポ
レ
ク
八
幡
浜
地
方
大
会

に
お
い
て
、
櫛
生
の
ク
ロ
ッ
ケ
l
チ
ー

ム
が
、
一
一
一
部
門
制
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

な
お
、
出
場
し
た
チ

1
ム
の
主
な
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
ク
ロ
ッ
ケ
I
一
般
の
部
}
櫛
生
:
・
優

勝
一
ク
口
ッ
ケ
I
老
年
一
部
}
櫛
生
・
:
優

勝
{
ク
ロ
ッ
ケ
l
老
年
二
部
一
櫛
生
:
・
優

勝
一
卓
球
男
子
一
長
浜
体
協
:
・
第
二
位

一
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
}
長
浜
町
:
・
第
二
位

j

九
鼎
日mw 

J
h
H
 

イナ
d仲ヱ惜卸制

問
聞
け

んソ
門

M
h
ノ

{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
]
戒
川
、
一
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
一
柿
生
、
一
ソ
フ
ト
テ
一
一

ス
}
長
浜
体
協
(
以
上
予
選
敗
退
)

優
秀
賞
に

有
友
博
美
さ
ん

十
一
月
一
目
、
松
山
市
で
山
保
さ
れ

た
平
成
八
年
度
愛
媛
県
学
校
保
健
大
会

に
お
い
て
、
一
健
康
に
関
す
る
作
文
」

入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
有
友
博

一一一一:輝美

j平成9年度計般λ試学生募集 24ZZI:::詰;rl、百三日if
i ~毒JU職業能力開発短期末学校~ -~ 1 月 2~J 日 iた長

⑤試験日・・・平成 9年 2月 5日(水.): 0 浜

:①募集学科・定員…機械系40人 ⑥試験地…本校・徳島・松山 -i 中
• (生産技術・制御技術課) ・休 高地 ; 平
:居環時課20人ー情報処理課20人 ⑦お問い合わせ…千年川職業開力; ) 
l②応募資格・高等学校を卒芳し 開発短期ブ J、;::t'32'γ行課(干763 : が¥ア:11優
jた者(平成 9年 3月卒業見込み 香川県丸亀i!J志[5~3Ì之町3202 宮 08: 秀
:者含む) 77-24-6255) ; 賞
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南
予
芸
術
文
化
事
業
(
オ
ペ
ラ
)

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
で
は
、
南

予
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
の
支

援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

オ
ペ
ラ
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
気
軽
に
存
分
に
オ
ペ
ラ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

{
日
時
一

平
成
九
年
一
月
十
二
日
(
日
)

午
後
二
時
間
演

一
場
所
}
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

一内
容
}
四
国
二
期
会
ニ
ュ

l
イ
ヤ
l
・

コ
ン
サ
ー
ト
j

い
ま
、
と
き
め
き
の
オ

ペ
ラ
を
あ
な
た
に
i

一募
集
人
員
一

三
百
人
(
先
着
順
)

一
締
め
切
り
一

平
成
八
年
十
二
月
二
十

日
{
入
場
料
等
}
無
料
(
た
だ
し
入
場
整

理
券
が
必
要
)

一
申
し
込
み
}
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
公
演
名
を

(有)岸本印刷印刷平成8年12月l日発行平成8年12月号広 報 ながはま

記
入
し
、
博
物
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
(
一

枚
に
つ
き

一
人
有
効
)

一
申
込
先
・
お
問
い
合
せ
}
愛
媛
県
歴

史
文
化
博
物
館

(東
宇
和
郡
宇
和
町
卯

之
町
四
丁
目

一一

番
地
一

一
:
E
O
八
九

四
l
六
二
六
一
一一一一

一)
ま
で

ψ 
結

婚

大長北長松長

洲浜条浜山浜

井亀村小前東

上岡上西田

幹

洋
美

和

憲

平
真
理
子

周

一
千

寿

浜積坊浜浜浜

中 菊 丸 小稲 山
川地 井谷田本

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

保

護
者
氏
名

続
柄

お
〈
や
み

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

!尼
名

黒長長白柴上白柴長豊下 出 櫛
老 須
松滝 浜茂戒海生田浜浜滝

堀大大岡徳丸黒上佐渡 二 稲兵

田野遺宮西頭

マ
サ
ミ
(
九
四
)

平
八
郎
(
九
O
)

繁
(
六
九
)

シ
ゲ
ミ
(
七
二
)

政
隆
(
七
九
)

ト
ミ
ヱ
(
九
三
)

ヒ
デ
ヨ
(
九
二
)

数

見

(

八

三
)

ツ
ル
コ
(
七

O
)

繁
子
(
六
九
)

日
出
男
(
五
五
)

文
男
(
九

二

茂

輔

(七
六
)

叩
月
届
出
分
(
敬
称
略

主，41
 

戸斤

氏

長穂、今長長長

孝幸栄達強
健嗣造治也志

三 四長長長長
女女男女男女

瀬せの健Z紫 し期}優ゅ
菜なみ輔存乃町仁 4奈な

田田山井野谷

しわす ご〈げつ げんげつ ろうげつ おとづき

ちゃ関走とよ驚月山感づ月山錦F、弟月、
茶月 、除月、窮月 、氷月 、その他

まだまだあり、すべて旧暦12月の

異称であるが、師走以外は、俳句

などの他 は今はほ とんとε使われな

い。唯、これほど多く異称がある

のは、日本人の季節に対する情感

の細やかさを表すもので、これは

誇ってよいと思う 。

12月 8日は、 悔 やむべきあの太

平洋戦争勃発の日であって、お釈

迫叶栄カ宮'悟りを千尋てブッ夕、、となった

定道会の日でもあるので一 層悔や

まれるカ宮、おキ尺迦オ羨にあやかるし

かあるましミ。

9日(宝永4年 12月)は、富士

山の 中腹に宝永山が出現した号式子

新井白石がこの時の様子を『折焚

く柴の記』に、江戸城で見聞した

事として書いている。

富士山の噴火は、 既に万葉集巻

三 に iC略)燃ゆる火を雪もて消

ち降る雪を火もて消ちつつ(略)J

とその噴火を伝えていて、富士噴

火の最古の記録とされている。 噴

火ではないが、あの阪神大震災以

来、淡路島南縁から始まる四国中

央構造線の活動の様子が、細かく

研究され始めていると聞く。

「けふごとに今日や限りと惜し

めどもまたも今年に逢いにけるか
しゅんぜい

もJC藤原俊成)のように、新年

を喜び迎えられる歳末月であっ て

欲しい。 明るい平成 9年を迎える

ために。

名

今月のトップは東 幹洋さん
美和さんのカップル

数

人口をふやしま しょう

10月末現在 前月との比較

10，537人 21人減

人 口 (男 4，962入) (男9人減)
女 5，575人 女 12人減

世帯数 3，700世帯 7世帯減

帯世口人


